
東京、 ２ ０ ０ １ 年６ 月２ ６ 日 

 

 

ピ エールへ、   

 

 

と り と めも なく し たためま す。 君は「 日本が気に入ら ない」 と 言っ たね。 僕は益々

好き になっ てき たよ 。  

 

 

夜、 街の明かり はと ても 特殊で、 こ こ で使われる 資材はど こ ま でも 平凡だけれど 、

光を 奇妙に、 優し く 、 ぼんやり と 反射し 、 ほと んど 信じ ら れないほど だ。  

通り の幅はま る で彫刻を 「 成し ている 」 かのよ う だ。   

ど こ か均整が取れている 。   

何に釣り 合いが取れている のかそれははっ き り 分から ない。 君も 知っ ている けど 、

こ こ は地震が多い。    

 

 

都市づく り にも それは影響し ている 。 家と 家の間はひっついておら ず、 すき 間を隔

てて隣り 合っ ている 。  

用心のためなのだろ う 。 一軒倒れても 隣が倒れないよ う に。 それに家々が離れてい

れば、 揺れても 大丈夫だ。  

それら が美し い場所を作り 上げる 。 家と 家の間の割れ目、  

すき 間、 空いた傷、 広げた脚のよ う な家々。   

それら の空間はま る で彫刻のよ う だ。    

 

 

人が通る には狭すぎる すき 間。 忘れる には広すぎ、 見捨てる には便利すぎる 。  

多分他の国でも そう なのだろう が、 アジアのこ の国では雑草は大切にさ れている 。 

 

 

その雑草が人が入れない所にど んど ん伸びる 。 最も 驚く のは、 そし てき っ と 理 

にかなっている こ と なのだろう が（ 多分双方と も 同じ こ と だろう ） 、 日本の家に言

える こ と が日本人にも 当てはま る よ う に僕には思える 。 彼ら の間に空間があり 、 空

間は揺れを 思い起こ さ せる 。   

 

 

友情を こ めて 
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